
新陳代謝による
回復に時間がかかる
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降水量の経日変化（横浜管区気象台）
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高撥水性有機モノリス構造体 

 
●高い撥水性（接触角 140o以上） 
●高い耐候性 
耐候促進試験： 
3000時間経過後でも、 
高撥水性を維持 （実曝3年以上） 

●各種基材にコーティングが可能 

           （タイル・SUSなど） 
●高い耐摩耗性（拭き清掃が可能） 
●水に曝されると撥水性が回復 
（清掃や降雨で接触角が回復） 

●汚れが付きにくい 

●表面に付着した汚れは、表面の脱離と共に剥ぎとら
れる。（膜厚変化は、ごく微少） 

高耐久性と高耐摩耗性を維持する原理 

（財） 神奈川科学技術アカデミー 
Kanagawa Academy of Science and Technology 

ＮＥＤＯ 循環社会構築型光触媒産業創成プロジェクトの成果 

生物の新陳代謝機能の模倣 

TiO2光触媒 

TiO2光触媒 
  ●紫外線吸収によるポリマー劣化の抑制 
  ●紫外線により劣化したポリマー表面を分解 
モノリス構造体 
  ●最表層が徐々に脱離することで、常に新鮮な表面が出現 

PTFE粒子 

エポキシ樹脂（モノリス構造） 

 屋内外の建材等 
 屋内の水回り等 
 輸送機器の部材等 
 電子部品の部材等 

耐久性と耐摩耗性が高い高撥水性表面を実現 
いろいろな基材にコーティングが可能 

モノリス構造

体が脱離した

部分 

フッ素系ポリマー 

モノリス構造体の骨格 

有機モノリス構造のＳＥＭ像 
耐候促進試験による接触角変化 

耐摩耗性試験による接触角変化 

往復運動の回数 [回]
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■ SUS：TiO2: 5.0 Mass%

◆ タイル：TiO2: 5.0 Mass%

摩耗

接触角測定

水滴 3 mL; 5点測定

1往復= 1回

往復運動

荷重
サンドペーパー
# 800

評価サンプル

素焼きタイル 

エポキシ 

モノリス構造体（エポキシ） 

水滴 

自然界の「高撥水性」 
蓮の葉 

屋外暴露試験による接触角変化 

降水量の経日変化（横浜管区気象台） 

特長 期待される用途 
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